
近
世
期
に
お
け
る
林
野
行
政
と
資
源
利
用

　
　
　
　
　
一

　
山
林
原
野
資
源
の
利
用
は
、
人
が
農
耕
を
知
る
以
前
に
、
す
で
に
始
ま
っ
た
も

の
で
、
人
類
の
生
活
史
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
っ
た
。

　
い
わ
ゆ
る
「
山
川
薮
沢
」
の
存
在
意
義
は
、
古
代
我
国
の
土
地
制
度
が
、
次
第

に
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
必
然
的
に
大
き
な
関
心
事
と
な
り
始
め
た
。
し
か
し
、

水
田
が
い
ち
早
く
、
面
積
丈
量
の
対
象
と
さ
れ
た
史
的
事
実
に
比
す
れ
ば
、
山
林

原
野
に
お
け
る
丈
量
事
業
は
、
後
世
的
な
意
昧
で
の
畠
・
畑
と
と
も
に
、
は
る
か

に
遅
く
、
中
世
期
を
経
過
し
、
近
世
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
勿
論
、
六
世
紀
後
期
以
降
古
代
都
城
の
造
営
や
寺
社
造
立
、
仏
像
彫
刻
、
土
木

事
業
な
ど
、
大
規
模
な
木
材
需
要
の
増
大
に
と
も
な
い
、
木
材
そ
の
も
の
へ
の
関

心
が
高
揚
し
、
そ
の
管
理
・
伐
採
等
を
め
ぐ
っ
て
、
様
々
な
規
制
が
生
じ
て
来
た

こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
山
林
原
野
か
ら
生
ず
る
用
益
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
程
、
多
様
の
分
野
に
及

ぶ
。
　
木
材
は
、
建
築
・
土
木
・
船
材
と
し
て
、
ま
た
、
そ
の
小
木
や
枝
葉
は
、
薪
炭

な
ど
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
原
野
の
草
木
は
、
草
肥
農
業
に
と
っ
て
不
可
欠

な
抹
・
刈
敷
と
な
り
、
自
生
す
る
有
用
植
物
は
、
食
料
・
薬
品
・
染
料
、
ま
た
繊

維
質
植
物
は
、
衣
服
用
材
と
し
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　
山
野
に
繁
殖
す
る
諸
動
物
は
、
タ
ン
パ
ク
源
と
し
て
食
生
活
に
欠
か
せ
な
い
責

後
　
　
藤

重
　
　
巳

重
な
資
源
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
骨
角
や
皮
革
は
、
日
常
品
へ
の
加
工
、
被
服

資
材
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
続
け
た
。

　
一
方
、
山
林
原
野
は
、
河
川
水
の
涵
養
源
と
し
て
重
要
な
役
割
り
を
果
た
し
、

環
境
的
に
人
家
や
耕
地
み
管
理
上
で
、
防
風
・
防
潮
・
防
火
に
大
き
な
機
能
を
持

つ
ば
か
り
で
な
く
、
空
気
の
浄
化
作
用
に
よ
っ
て
、
保
健
・
衛
生
面
に
お
い
て
も
、

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
、
山
林
原
野
は
、
人
の
生
活
万
端
に
亘
っ
て
、
直
接

的
・
間
接
的
に
、
深
大
な
関
係
を
も
っ
て
い
る
。

一

一

　
近
世
初
期
幕
藩
体
制
成
立
期
に
お
け
る
林
野
に
か
か
わ
る
法
令
的
史
料
と
し
て

は
、
慶
長
十
四
年
二
月
の

山
一
、
郷
中
に
て
百
姓
等
、
山
問
答

　
　
候
者
あ
ら
ば
、
其
一
郷
可
致
成

同
年
八
月
の

に
は
、
弓
・
鉄
砲
に
て
致
喧
嘩

　
同
一
、
野
に
お
ゐ
て
草
刈
事
、
此
以
前
よ
り
入
組
に
か
る
所
ニ
、
屋
敷
か
ま
へ

　
　
　
と
号
、
或
鍬
目
を
付
、
或
境
を
立
、

（
憚
苅
を
留
る
儀
、
曲
事
也
、
所
詮
、

　
　
　
自
今
以
後
、
無
異
儀
苅
へ
き
も
の
也
。

慶
長
十
六
年
三
月
の
「
条
々
」
中
の
一
条

　
同
一
、
植
木
・
指
木
に
さ
は
る
へ
か
ら
ざ
る
事
。
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な
ど
が
、
ほ
ぼ
初
期
的
史
料
と
な
ろ
う
。

　
尤
も
出
は
、
山
論
・
水
論
に
、
百
姓
が
武
器
を
使
用
す
る
事
を
厳
禁
す
る
と
い

う
む
の
で
、
そ
の
主
体
は
武
器
の
禁
止
に
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
、
山
論
と
い
う
利
権
争
い
の
存
在
に
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
②
は
、
い
わ
ゆ
る
「
採
草
地
」
の
「
囲
い
込
み
」
「
独
占
」
を
禁
止
す
る
も
の
で

あ
る
。
「
草
苅
事
、
此
以
前
よ
り
入
組
に
か
る
所
」
と
明
記
さ
れ
る
如
く
、
採
草
地

は
、
本
来
、
百
姓
ま
た
は
村
落
ご
と
の
入
会
地
で
あ
り
、
特
例
を
除
き
、
こ
れ
を

特
定
の
百
姓
や
村
落
が
独
占
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
近
世
期
の
検
地
を

主
体
と
す
る
土
地
制
度
の
な
か
で
、
原
野
を
め
ぐ
る
郷
村
秩
序
の
整
備
の
た
め
の

規
制
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
圓
の
み
え
る
「
条
々
」
に
は
、
全
三
ケ
條
が
あ
り
、
堤
と
川
除
地
で
牛
馬
を
放

ち
飼
い
す
る
こ
と
を
禁
止
、
道
路
以
外
の
場
所
を
み
だ
り
に
通
行
す
る
こ
と
の
禁

令
に
続
け
て
み
え
る
も
の
で
あ
る
。
「
植
木
」
「
指
木
」
は
明
ら
か
に
、
植
林
雅
樹

に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
積
極
的
な
樹
林
保
護
意
図
の
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
ろ
う
。
山
林
原
野
の
有
様
は
、
外
観
的
に
も
村
落
経
済
の
富
有
か
否
か
を
証

す
る
も
の
で
あ
る
。
『
地
方
凡
例
録
』
の
「
村
柄
善
悪
之
事
」
に
見
え
る

其
村
へ
入
リ
て
、
四
壁
繁
茂
し
、
家
居
囲
等
の
締
り
よ
き
は
、
宜
し
き
村
な
り
。

　
（
中
略
）
。
又
村
へ
入
り
、
四
壁
も
な
く
、
有
ど
も
ま
ば
ら
に
て
、
家
居
垣
根
等

の
破
れ
も
厭
わ
ず
、
庭
の
構
へ
草
深
く
見
ゆ
る
は
、
困
窮
村
な
り
（
中
略
）
。
家

居
ハ
見
苫
し
く
と
も
、
山
林
・
菅
野
ご
休
場
・
蒔
場
等
有
て
、
四
壁
も
樹
木
多

く
見
ゆ
る
村
ハ
、
内
証
の
よ
き
も
の
な
り
。
是
等
の
村
ハ
、
多
く
野
方
に
あ
る

も
の
な
り
。

と
い
う
見
解
は
、
ま
さ
に
卓
見
で
あ
ろ
う
。

　
近
世
期
は
、
兵
農
分
離
と
近
世
領
土
の
城
下
町
の
経
常
、
武
士
町
人
の
都
市
集

注
に
よ
る
町
屋
の
発
展
、
交
通
施
策
の
展
開
に
と
も
な
う
大
土
木
事
業
な
ど
、
種
々

の
政
治
・
経
済
政
策
の
も
と
、
多
量
の
森
林
資
材
の
需
要
を
米
た
し
、
そ
れ
ま
で
、

主
流
を
占
め
た
自
然
林
の
資
材
に
枯
渇
状
況
を
生
じ
た
。
こ
の
た
め
、
幕
府
や
諸

藩
で
は
、
資
材
供
給
源
確
保
施
策
と
し
て
の
自
然
林
保
護
に
加
え
て
、
更
に
積
極

的
に
森
林
育
成
の
政
策
を
展
開
し
た
。

　
林
野
の
資
源
枯
渇
現
象
は
、
単
に
資
材
供
給
の
不
足
と
い
う
面
の
み
な
ら
ず
、

自
然
そ
の
も
の
の
節
理
を
崩
壊
さ
せ
、
災
害
透
引
の
元
凶
と
も
な
る
。

　
第
二
次
大
戦
終
結
以
降
、
都
市
復
胤
ハ
に
伴
な
う
莫
大
な
量
の
材
木
需
要
と
本
村

の
濫
伐
、
都
市
圏
の
拡
大
に
よ
る
急
速
な
周
辺
開
発
と
村
野
の
消
滅
、
農
業
の
変

質
か
ら
来
る
草
地
の
不
要
性
と
放
地
荒
廃
な
ど
、
様
々
な
状
況
の
も
と
、
予
期
せ

ざ
る
人
為
的
大
災
害
の
続
出
は
、
山
林
原
野
が
、
自
然
節
理
に
占
め
る
□
大
な
比

重
の
問
題
に
つ
い
て
熟
慮
さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
な
か
で
も
、
林
野
の
開
発
と
荒
廃
が
、
水
系
の
節
理
を
崩
壊
さ
せ
、
し
ば
し
ば

河
川
水
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
問
題
は
、
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い
。

　
山
林
と
河
川
と
の
相
関
関
係
に
つ
い
て
は
、
近
世
期
の
為
政
者
の
最
も
関
心
を

も
つ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
山
林
原
野
と
水
資
源
、
河
川
と
の
深
い
関
連
に
つ
い
て
、
近
世
期
の
法
令
と
し

て
注
目
さ
れ
る
も
の
に
、
寛
文
六
年
（
ヱ
八
六
六
）
の
「
覚
　
山
川
掟
」
　
及
び
、

貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
の
「
覚
」
な
る
二
つ
の
幕
令
が
あ
る
。
こ
の
二
法
令

は
、
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
前
者
は
、
幕
領
代
官
に
対
し
て
発

せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
体
系
だ
っ
た
法
令
と
し
て
、
唱
矢
的
存
在
と

な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　一（勺

水　｀
行近覚

滞年
山
川
掟

は
、
草
木
之
根
迄
掘
取
奴
故
、
風
雨
之
時
分
、
川
筋
之
土
砂
流
出
、

奴
之
間
、
自
今
以
降
、
草
木
之
根
掘
取
奴
僕
、
可
為
傍
止
肢
。

一
、
川
上
左
右
之
山
方
、
木
立
無
之
所
々
ハ
、
当
春
よ
り
木
作
田
を
柾
付
、
土
砂

　
不
脱
落
様
可
仕
事
。

一
、
従
前
々
之
川
筋
・
河
原
等
に
、
新
規
之
田
畑
起
之
儀
、
或
竹
本
・
蒔
ふ
‥
。

　
を
仕
立
、
新
規
之
築
出
い
た
し
、
追
川
筋
中
間
敷
事
。
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附
　
山
中
焼
畑
、
新
規
に
仕
間
敷
事

　
　
　
（
下
略
）

　
寛
文
六
年

　
�
　
覚

　
一
、
山
城
・
大
和
・
摂
津
・
河
内
・
近
江
、
御
料
・
私
領
之
山
々
本
草
之
根
、

　
　
遵
々
依
掘
取
、
風
雨
之
時
分
、
川
筋
之
土
砂
流
出
、
水
行
渫
候
之
間
、
自
今

　
　
以
降
、
本
草
之
根
掘
取
儀
、
堅
可
為
停
止
事
。

　
一
、
川
筋
左
右
之
山
方
、
木
立
無
之
所
々
、
土
砂
流
出
之
間
、
従
当
春
、
本
苗
、

　
　
芝
の
根
を
植
え
、
川
之
土
砂
不
流
落
様
二
可
仕
事
。

　
一
、
前
々
よ
り
の
川
筋
、
山
畑
、
河
原
等
二
有
之
新
田
畑
ハ
不
申
及
、
縦
古
田

　
　
畑
ニ
て
も
、
高
之
内
た
り
と
い
ふ
と
も
、
川
筋
之
土
砂
流
出
所
は
荒
之
、
其

　
　
跡
之
本
苗
・
竹
本
こ
殴
・
萱
等
可
植
立
、
勿
論
川
端
・
川
中
え
、
新
規
二
築

　
　
出
銭
儀
、
一
切
仕
間
数
事
。

　
　
　
附
、
山
中
焼
畑
、
切
畑
、
新
規
二
仕
間
数
事
。

　
　
　
　
　
（
下
略
）

　
日
の
内
容
は
、
草
木
と
河
川
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
実
に
見
事
に
喝
破
し
た
も

の
で
あ
り
、
口
は
、
こ
の
「
山
川
控
」
を
具
体
的
に
、
山
城
以
下
の
諸
国
へ
布
達

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
依
る
と
、
樹
木
の
濫
伐
や
根
掘
り
が
、
河
川
沿
岸
の

原
野
資
源
を
枯
渇
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
風
雨
の
析
に
は
、
河
川
を
土
砂
流
化

せ
し
め
、
下
流
に
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
事
実
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
う

し
た
現
況
は
、
全
国
至
る
所
で
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
布
達
の
内
容
は
樹
木
の

伐
採
・
根
取
り
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
川
筋
・
河
原
で
の
新
田
畑
の
開
発
、
山
野

に
お
け
る
焼
畑
・
切
畑
の
開
発
を
も
禁
止
す
る
と
い
う
徹
底
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。

　
半
世
紀
後
の
寛
保
二
年
に
発
せ
ら
れ
た
勘
定
奉
行
へ
の
条
目
の
内
容
は
、
先
の

　
「
掟
」
の
趣
旨
を
更
に
鮮
明
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
七
、
河
川
沿
岸
の
樹
木
は
、
唯
、
漠
然
と
育
成
さ
せ
れ
ば
良
い
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、
「
枝
多
き
は
、
下
枝
を
お
ろ
し
、
本
込
合
候
所
は
、
剪
透
」

せ
と
指
示
し
、
山
々
か
ら
土
砂
の
押
し
出
す
所
は
、
雑
木
を
植
え
、
成
育
す
れ
ば

伐
採
、
直
ぐ
植
立
て
を
く
り
返
し
、
「
根
入
深
く
相
成
」
る
様
に
せ
よ
と
、
樹
木
管

理
の
方
法
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
。

　
森
林
と
水
と
の
関
係
は
、
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
様
に
、
樹
水
量
が
多
け
れ

ば
、
水
量
が
豊
富
で
あ
る
と
い
う
程
、
単
純
で
は
な
い
。

　
山
地
に
降
り
注
ぐ
雨
は
、
地
上
の
樹
木
の
数
量
に
比
例
し
、
樹
木
自
身
の
成
育

に
必
要
な
水
分
と
し
て
吸
収
消
費
さ
れ
、
組
織
を
通
じ
て
発
散
さ
れ
る
。
従
っ
て

地
表
及
び
地
中
に
到
達
す
る
水
量
は
、
森
林
の
発
達
度
の
低
い
禄
地
に
比
較
し
て

絶
対
量
が
少
な
く
な
る
の
は
、
当
然
で
あ
れ
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
河
川
と
森
林

と
の
関
係
を
重
視
す
る
の
は
、
森
林
の
も
つ
水
源
涵
養
、
洪
水
防
止
機
能
に
お
い

て
で
あ
る
。

　
森
林
に
成
育
す
る
樹
木
は
、
落
葉
樹
は
勿
論
の
こ
と
な
が
ら
、
常
緑
樹
に
お
い

て
も
、
古
葉
が
部
分
的
に
落
散
し
、
地
上
に
堆
積
し
て
腐
植
す
る
。
こ
の
腐
植
落

葉
は
、
地
中
に
混
入
し
、
土
壌
を
団
粒
化
し
、
木
透
し
を
容
易
に
す
る
。
地
中
に

溶
透
し
た
雨
水
は
、
地
層
の
傾
斜
に
と
も
な
っ
て
低
地
に
向
っ
て
流
下
す
る
も
の

の
ほ
か
、
地
中
の
団
粒
土
壌
の
間
に
毛
細
水
と
な
っ
て
、
保
水
さ
れ
る
な
ど
す
る
。

大
量
の
降
雨
の
場
合
は
、
こ
れ
ら
地
中
の
木
は
、
や
や
速
度
を
増
す
も
の
の
、
地

中
や
地
表
を
比
較
的
緩
慢
に
河
川
に
流
出
す
る
。

　
一
方
、
樹
木
の
繁
茂
し
な
い
禄
地
に
お
い
て
は
、
樹
木
に
よ
る
平
常
的
な
降
雨

の
吸
収
は
な
い
上
に
、
落
葉
に
よ
る
腐
植
土
に
恵
ま
れ
な
い
為
に
、
表
土
は
酸
化

し
て
固
ま
り
、
雨
水
は
漆
透
す
る
こ
と
を
阻
ま
れ
る
。
従
っ
て
、
降
雨
の
際
に
は
、

雨
水
の
全
量
が
、
地
表
を
一
気
に
流
れ
て
、
表
面
の
土
砂
を
洗
流
し
、
河
川
の
土

砂
嵐
の
原
因
を
作
り
出
す
。
し
か
も
、
こ
の
際
の
水
流
の
速
度
と
量
は
、
降
雨
量

と
比
例
す
る
。
極
め
て
短
時
間
の
間
に
大
量
の
水
、
つ
ま
り
洪
水
と
な
っ
て
流
れ

る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
鉄
砲
水
」
で
あ
る
。

　
以
上
は
、
森
林
・
樹
木
・
河
川
・
洪
水
と
の
関
係
を
図
式
的
に
示
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
先
に
見
た
諸
法
令
の
内
容
は
、
こ
う
し
た
自
然
的
な
節
理
を
、
す
で
に

早
く
じ
体
験
的
に
認
識
し
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
治
山
・
治
水
の
施
策
と
し
て
、
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布
達
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
全
国
諸
藩
に
あ
っ
て
も
、
領
国
経
営
の
必
要
上
、
右
の
幕
府
法
令
の
内
容
と
同

様
な
法
令
を
も
っ
て
、
山
村
や
原
野
の
管
理
が
行
わ
れ
た
。

　
時
代
は
下
る
が
、
肥
前
佐
賀
藩
の
明
和
九
年
九
月
の
「
御
改
正
害
心
」
に
よ
る
と
、

一
、
城
下
井
諸
郷
水
早
之
防
専
一
之
事
候
、
堀
川
江
筋
流
、
漸
々
川
床
高
く
相

　
成
居
、
右
農
業
商
家
の
便
利
を
失
罷
在
、
旱
紘
之
節
、
水
囲
不
相
叶
、
洪
水

　
之
節
、
水
吐
差
支
、
所
々
切
流
、
砂
下
致
出
来
、
其
上
下
之
煩
に
候
、
此
子

　
細
は
、
近
年
来
、
山
々
木
立
薄
所
よ
り
水
気
を
含
兼
、
其
上
、
切
替
畠
を
差

　
免
、
土
砂
を
勤
し
候
故
、
雨
毎
に
沈
下
、
谷
々
之
潤
、
尽
常
水
少
相
成
事
候
、

　
依
之
、
間
作
、
切
替
畠
等
容
易
に
不
差
免
、
材
木
を
切
荒
、
蔵
入
・
配
分
共
、

　
竹
木
他
領
え
不
差
出
、
山
々
茂
り
候
様
之
仕
組
、
山
奉
行
え
申
付
候
様
、
水

　
行
従
是
後
年
之
憂
、
無
之
様
可
申
談
候
（
下
略
）
。

　
と
述
べ
ら
れ
た
恒
常
的
な
水
不
足
と
、
大
雨
の
際
は
一
転
し
て
大
洪
水
を
生
ず

る
原
因
が
、
河
川
流
域
の
開
作
・
切
替
畠
の
進
行
、
山
林
樹
木
の
切
荒
し
に
あ
る

こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。

　
水
源
の
涵
養
を
目
的
と
し
て
保
護
さ
れ
る
樹
木
を
「
用
水
山
」
「
水
持
山
」
な
ど

と
称
し
、
井
堰
用
材
を
専
ら
育
成
す
る
山
を
「
井
林
山
」
と
呼
ぶ
例
も
あ
っ
た
。

　
伊
予
宇
和
島
藩
の
史
料
中
に
は
、
文
致
十
一
年
十
月
、
領
内
長
月
村
の
帆
柱
尾

山
な
ど
が
、
そ
の
直
前
に
「
御
手
山
」
に
組
み
込
ま
れ
た
が
、
本
来
、
こ
の
長
月

村
は
「
不
二
通
‘
渇
水
の
場
所
」
と
い
う
理
由
を
も
っ
て
、
こ
の
山
を
「
村
方
受

所
水
持
山
」
と
し
て
、
村
方
に
欲
し
い
と
願
い
出
た
。
こ
れ
に
対
し
て
藩
で
は
、

当
山
を
村
方
に
渡
す
訳
に
は
行
か
ぬ
が
、
今
後
「
水
持
山
に
は
不
相
障
様
被
成

下
・
候
間
、
可
し
尹
・
安
心
・
」
を
通
達
し
た
も
の
が
見
か
ｙ
。

　
農
業
用
水
利
を
主
体
と
す
る
水
確
保
の
た
め
に
、
以
上
見
て
来
た
如
く
、
水
源

涵
養
林
や
、
周
辺
の
土
地
は
、
手
厚
い
保
護
が
加
え
ら
れ
、
濫
伐
・
濫
開
発
は
厳

し
く
禁
止
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
施
策
は
、
単
に
禁
止
と
い
う
消
極
政
策
ば
か

り
で
な
く
、
植
林
と
い
う
積
極
的
な
行
政
指
導
も
行
わ
れ
る
の
が
、
一
般
で
あ
っ

た
。
　
文
化
十
一
年
四
月
日
付
の
ヽ
肥
後
藩
林
制
史
関
係
史
料
�
よ
る
と
ヽ
同
藩
で

は
、
菊
池
河
原
手
永
・
深
川
手
永
の
諸
村
の
「
御
山
藪
・
空
地
」
に
多
量
の
植
林

を
行
っ
た
。
そ
の
数
量
は
、
河
原
手
永
の
川
原
村
で
計
七
九
、
四
五
〇
本
の
杉
苗

を
、
ま
た
、
深
川
手
永
の
半
尺
村
ほ
か
五
か
村
内
に
、
杉
苗
十
万
一
七
七
〇
本
を

　
「
差
植
」
さ
せ
た
。

　
そ
の
お
り
の
「
但
書
」
に
は
、
「
河
原
子
永
所
々
水
源
口
」
と
「
深
川
手
水
所
々

水
源
ロ
」
に
そ
れ
ぞ
れ
「
当
春
差
方
仕
候
」
と
見
え
、
積
極
的
な
水
源
涵
養
林
の

育
成
を
目
指
す
植
林
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
の
外
、
同
藩
の
こ
の
直
後
の
文
化
十
四
年
二
月
日
附
の
史
料
中
に
は
、
領
内
、

内
牧
手
永
湯
浦
村
と
北
里
子
永
中
原
村
と
が
互
に
隣
接
す
る
山
林
を
め
ぐ
っ
て
争

論
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
藩
側
は
、
こ
の
地
域
が
「
水
源
之
御
山
之
事

に
付
き
」
と
の
理
由
で
、
「
以
来
下
草
た
り
と
も
堅
被
伐
方
不
申
様
」
と
布
達
し
て

い
る
例
が
見
え
る
。

　
同
藩
で
は
、
こ
う
し
た
水
源
涵
養
林
の
造
成
の
外
、
防
風
林
の
造
成
を
行
っ
て

い
る
。

　
幕
末
期
の
同
藩
の
「
林
仕
立
帳
」
に
よ
る
と
、
久
仕
手
永
御
山
に
「
風
留
仕
立
候
分
」

と
し
て
、
拾
四
里
塚
御
山
西
方
に
松
苗
ハ
○
○
本
、
笹
倉
御
山
西
方
に
、
松
苗
四

〇
〇
本
を
植
樹
し
て
い
る
。
「
西
方
」
か
ら
の
防
風
を
目
的
と
し
た
植
林
で
あ
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
外
、
諸
藩
に
お
け
る
防
風
林
や
防
汐
林
の
造
成
の
事
実

は
、
枚
挙
に
い
と
ま
な
く
、
ご
く
普
偏
的
な
施
策
で
あ
っ
た
。

　
束
九
州
諸
藩
に
お
け
る
林
野
行
政
は
、
如
何
様
で
あ
っ
た
か
、
そ
の
様
子
を
概

観
し
て
お
こ
う
。

　
奥
平
氏
の
豊
前
中
津
藩
で
は
、
人
封
早
々
の
享
保
五
年
の
法
令
の
内
で
「
野
山
、

無
断
新
田
新
畑
発
シ
候
者
有
之
り
候
ハ
、
御
命
議
之
上
、
過
料
銀
差
出
さ
せ
可
中

候
（
下
略
）
」
な
る
一
條
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
幕
府
の
新
田
開
発
事
業
の
無
制

限
禁
止
の
施
策
と
機
軸
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
、
新
規
の
開
田
事
業
が
、
水
利
の
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足
、
草
肥
供
給
地
の
不
足
を
来
た
し
、
結
果
的
に
既
存
耕
地
の
荒
廃
を
招
く
こ
と

か
ら
、
こ
れ
を
禁
制
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
続
い
て
宝
暦
二
年
二
月
の

　
「
郡
中
に
申
渡
覚
」
で
は
、
「
御
立
山
」
の
制
を
は
じ
め
、
山
の
口
の
職
務
に
つ
い

て
、
林
野
資
源
の
用
益
に
関
す
る
厳
し
い
規
制
法
令
が
見
え
は
じ
め
、
二
年
後
の

四
年
八
月
か
ら
十
二
月
か
け
て
は
、
山
野
に
か
か
わ
る
総
括
的
な
法
令
と
し
て
「
御

山
定
法
」
が
制
定
さ
れ
、
林
野
管
理
が
一
段
と
厳
し
く
な
っ
た
。
十
二
月
の
「
覚
」

の
冒
頭
に
は
「
山
方
定
法
有
之
と
い
へ
ど
も
、
近
年
摂
二
相
成
候
二
付
」
と
あ
り
、

樹
木
の
管
理
以
下
、
下
草
の
伐
採
、
運
上
な
ど
に
関
す
る
詳
し
い
箇
条
が
見
え
て

い
る
。

　
豊
後
杵
築
藩
で
は
、
延
宝
八
年
の
条
今
中
に
「
山
方
定
」
二
十
三
条
に
及
ぶ
整

っ
た
法
令
が
見
え
、
林
野
制
度
の
完
備
が
な
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
林
野
育

成
に
か
か
わ
る
「
四
ケ
一
山
」
の
制
度
は
、
注
目
さ
れ
る
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
規
定
に
よ
る
と
「
御
林
」
の
増
加
を
目
指
す
藩
で
は
、
大
庄
屋
・
小

庄
屋
・
平
百
姓
に
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
植
林
を
さ
せ
、
最
低
十
五
年
間
は
、
自
由

用
益
を
認
め
、
追
々
は
、
こ
れ
を
「
上
り
山
」
つ
ま
り
「
御
林
」
と
し
て
接
収
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
尤
も
、
こ
の
期
間
中
も
、
植
林
地
の
四
分
の
一
だ
け

の
自
由
用
益
で
あ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
政
策
は
、
植
林
者
の
私
欲
を
そ
そ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　
臼
杵
藩
で
も
、
古
く
か
ら
、
林
野
に
か
か
わ
る
禁
制
が
見
ら
れ
た
が
、
特
に
幕

末
期
の
天
保
改
革
で
は
、
林
野
管
理
は
、
山
奉
行
の
所
管
事
項
と
し
て
、
御
改
正

施
策
の
趣
旨
に
そ
っ
て
万
全
を
期
す
べ
く
、
触
出
さ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
藩

が
所
管
す
る
「
御
山
」
中
、
「
御
山
丁
（
町
）
数
之
内
、
御
用
不
゛
立
分
」
は
、
村
中

の
草
場
と
し
て
解
放
す
る
こ
と
に
し
、
単
に
「
御
林
」
の
旧
体
依
然
と
し
た
所
有

体
制
に
新
機
軸
を
と
り
入
れ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
面
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
外
、
束
九
州
諸
藩
に
お
い
て
、
内
容
的
に
密
疎
の
相
異
は
あ
っ
て
も
、
林

野
や
そ
の
資
源
管
理
に
か
か
わ
る
何
ら
か
の
規
制
を
持
た
な
い
も
の
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
内
容
的
に
見
る
時
、
中
期
以
降
の
林
野
荒
廃
と
、
そ
の

再
生
、
山
札
・
運
上
等
経
済
施
策
に
か
か
わ
る
も
の
が
多
く
な
る
。

　
　
　
　
三

　
譜
代
大
名
深
溝
松
平
氏
の
島
原
藩
は
、
豊
前
宇
佐
郡
と
豊
後
国
東
郡
と
の
境
界

部
に
、
俗
に
「
豊
州
御
領
」
と
呼
ば
れ
る
飛
地
を
領
有
し
て
い
た
が
、
藩
で
は
、

幕
末
期
の
文
致
十
年
十
一
月
、
「
御
林
山
仕
立
方
」
に
関
し
て
、
次
の
如
き
「
沙
汰
」

を
発
し
て
い
る
。
や
や
長
文
の
史
料
で
あ
る
が
、
全
覧
し
よ
う
。

当
御
領
御
林
山
、
前
々
は
相
応
の
木
立
有
≒
こ
候
趣
の
處
、
い
つ
の
頃
よ
り
か
至

て
木
薄
二
相
成
、
当
時
、
御
陣
屋
御
普
請
入
用
等
、
聊
の
儀
ニ
モ
差
閔
、
時
々

御
買
入
等
二
相
成
、
御
不
弁
理
の
事
二
候
、
山
林
の
儀
、
先
年
よ
り
御
世
話
も

有
≒
Ｚ
候
得
共
、
御
陣
屋
詰
も
人
少
、
御
用
多
旁
不
行
届
押
移
居
候
、
別
て
、
杉
・

檜
・
松
等
の
用
材
は
、
植
殖
し
致
度
、
尤
も
、
杉
本
は
湿
地
二
無
゛
之
候
得
は
、

育
立
兼
候
趣
二
候
処
、
相
応
の
土
地
少
卜
相
聞
、
尤
、
杉
・
檜
等
、
生
立
兼
教

場
所
ニ
ハ
、
松
・
樫
・
雑
木
を
も
植
付
度
、
左
教
テ
、
追
々
成
木
候
得
は
、
御

入
用
御
間
逢
候
様
ニ
モ
耳
・
相
成
・
、
勿
論
、
当
御
領
の
儀
、
材
方
二
寄
候
て
は
、

薪
等
至
て
乏
敷
、
及
・
・
難
渋
・
候
向
も
多
相
聞
教
処
、
山
林
生
茂
り
候
得
は
、
小

前
百
姓
為
二
相
成
候
二
付
、
追
々
は
土
地
二
応
候
木
、
植
付
方
可
‰
芦
・
仰
付
・

候
、
尤
、
初
発
よ
り
大
造
二
取
懸
り
、
手
広
二
植
付
候
迪
、
夫
々
手
も
廻
り
兼
、

却
て
末
不
‘
遂
様
可
‘
・
相
成
・
哉
二
付
、
先
、
明
春
杯
、
立
石
村
御
林
内
圧
松
苗

少
々
、
為
・
・
御
試
・
為
“
・
植
付
・
教
権
二
候
、
右
植
付
候
材
々
は
勿
論
、
外
材
々
共
、

御
林
山
有
゛
之
向
は
、
当
時
木
立
の
様
子
夫
々
申
出
、
讐
は
末
々
用
立
間
敷
と
見

候
悪
木
は
、
追
々
伐
彿
、
跡
江
何
木
杯
植
付
候
ハ
、
土
地
二
応
、
追
々
盛
木
も

可
巴
玖
と
の
見
込
等
、
得
と
取
調
、
可
Ｕ
芦
・
中
間
・
候
、
嶋
原
表
之
儀
、
近
年
末
、

山
林
育
立
方
厚
御
世
話
有
≒
こ
、
当
時
何
れ
の
材
々
に
も
繁
茂
い
た
し
、
材
方
人

二
勝
手
能
、
難
儀
者
凌
方
二
相
成
候
、
当
近
領
拝
嶋
原
よ
り
の
道
中
筋
何
れ
の

御
領
注
も
、
近
末
別
て
山
方
御
世
話
有
゛
之
趣
ニ
て
能
繁
茂
居
候
、
当
御
領
之
儀

も
、
世
話
さ
え
届
教
得
は
、
洲
・
育
立
・
と
申
土
地
ニ
は
無
゛
之
相
見
候
處
、
畢

竟
、
役
所
向
拝
村
方
ニ
テ
心
め
用
方
薄
キ
故
と
被
存
候
、
尤
、
材
二
寄
、
能
生
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１

茂
り
候
御
林
も
有
゛
之
、
是
等
は
、
庄
屋
・
組
頭
・
山
留
能
心
掛
、
取
締
候
故
と

相
見
候
、
諸
木
は
五
穀
に
続
国
用
の
第
一
に
候
處
、
忽
二
心
得
、
荒
し
置
候
て

は
、
村
柄
も
自
然
と
在
付
悪
敷
、
見
劣
候
も
の
二
て
、
第
一
は
、
百
姓
勝
手
悪

敷
、
及
｀
・
難
儀
“
候
、
山
林
繁
茂
は
国
を
富
す
術
計
二
付
、
荒
山
等
は
、
是
先
、

連
年
と
植
付
方
可
ぃ
被
肩
付
一
御
陣
屋
詰
メ
少
の
上
、
掛
隔
夫
々
世
話
も
行
届

兼
耳
・
中
上
・
は
、
御
林
山
藪
等
ハ
、
成
丈
荒
不
゛
中
様
、
只
村
々
ニ
て
堅
相
守
、

御
世
話
も
不
゛
仕
て
難
゛
成
訳
合
二
候
處
、
是
迄
甚
忽
之
心
得
も
相
見
江
、
前
文

之
通
、
明
春
よ
り
松
苗
等
試
植
致
、
尚
追
々
諸
木
植
付
候
様
二
相
成
候
時
ハ
、

村
々
庄
屋
、
組
頭
は
勿
論
、
別
て
山
留
、
厚
差
は
ま
り
、
致
“
・
世
話
・
候
心
得
無

之
て
は
、
繁
茂
致
間
敷
候
、
勿
論
御
林
山
二
不
¨
限
、
一
村
限
、
都
て
の
山
林
育

立
方
心
掛
筋
、
小
前
百
姓
共
能
々
得
度
致
候
様
、
誠
精
中
論
、
幾
々
村
方
為
二

相
成
候
様
、
大
庄
屋
中
、
心
を
用
可
Ｕ
尹
申
候
、
明
春
よ
り
試
植
致
候
二
付
て

は
、
追
々
世
話
も
可
“
・
中
付
・
、
委
細
其
向
よ
り
、
育
立
取
続
中
談
候
様
可
巴
玖

候
。

右
の
「
沙
汰
」
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

今
更
要
約
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
ま
ず

注
目
す
べ
き
は
、
文
中
「
諸
木
は
、
五
穀
二
続
、
国
用
の
第
□
で
あ
り
、
「
山
林

繁
茂
は
、
国
を
富
す
術
計
に
付
」
（
ｏ
印
筆
者
）
と
述
べ
る
よ
う
に
、
領
国
経
済
に

と
っ
て
、
山
林
原
野
の
存
在
意
義
が
、
如
何
に
大
き
い
か
を
強
調
し
て
い
る
点
で

あ
る
。
こ
の
見
解
は
、
近
世
期
に
お
い
て
、
多
く
の
識
者
が
、
山
林
原
野
の
存
在

価
値
を
強
く
主
張
す
る
内
容
と
、
全
く
同
体
を
な
す
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
そ
う
し
た
認
識
の
も
と
に
あ
る
べ
き
筈
の
山
林
原
野
が
、
理
想
に
反
し

て
、
著
し
い
荒
廃
に
立
っ
て
い
る
現
状
を
つ
ぶ
さ
に
指
摘
し
、
復
興
対
策
と
し
て

具
体
的
に
指
示
し
た
も
の
が
、
右
に
か
か
げ
た
「
沙
汰
」
の
主
旨
を
な
す
も
の
で

あ
っ
た
。

　
「
沙
汰
」
に
よ
る
と
、
豊
州
御
領
に
お
け
る
林
野
は
、
次
第
に
「
木
薄
に
な
り
」
、

陣
屋
修
復
の
た
め
の
入
用
木
材
さ
え
購
求
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
で
あ
り
こ
う

し
た
状
況
の
出
現
は
、
指
導
す
べ
き
陣
屋
役
人
の
手
不
足
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

村
役
人
を
含
め
た
領
民
の
「
不
心
得
」
に
起
因
す
る
も
の
に
外
な
ら
ず
、
事
実
、

配
慮
十
分
の
地
域
に
お
い
て
は
、
樹
木
の
繁
茂
は
順
調
で
あ
る
。
領
民
は
地
味
地

質
を
考
え
、
林
野
の
樹
木
の
植
栽
に
心
掛
け
よ
と
指
示
し
、
城
附
地
の
島
原
及
び

近
接
す
る
他
領
に
比
し
て
、
豊
州
御
領
内
に
お
け
る
余
り
に
も
甚
し
い
林
野
の
荒

廃
・
資
源
の
枯
渇
の
状
況
を
酷
評
し
、
試
験
的
な
植
樹
事
業
、
林
野
復
興
事
業
に

対
す
る
指
導
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
勿
論
、
城
附
地
の
島
原
地
方
が
、
林
野
の
施

策
に
お
い
て
、
完
全
で
あ
っ
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
。

　
さ
て
、
寛
文
九
年
、
高
力
高
長
の
跡
を
受
け
て
肥
前
島
原
に
人
対
し
た
深
溝
松

平
氏
は
、
以
降
、
第
五
代
忠
紙
の
寛
征
二
年
七
月
か
ら
、
六
代
忠
恕
の
安
永
三
年

六
月
に
至
る
間
、
上
州
宇
都
宮
の
戸
田
氏
と
交
封
し
た
も
の
の
、
安
永
期
以
降
、

十
三
代
忠
和
の
時
代
に
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
ま
で
、
島
原
の
地
を
領
有
し
た
。

　
初
代
忠
房
は
、
島
原
人
封
直
後
の
寛
文
十
年
三
月
、
禁
制
を
発
し
、
領
内
温
泉

山
境
地
内
に
お
い
て
、
諸
殺
生
、
樹
木
伐
採
、

第
二
条
の
竹
本
の
伐
採
の
案
で
は
、
附
と
し
て

火
の
禁
止
を
命
じ
て
い
る
。

取
及
び
花
析
採
の
禁
止
を

命
じ
て
い
る
が
、
第
三
か
條
の
「
野
原
放
火
」
は
、
具
体
的
に
は
、
焼
畑
を
指
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
雲
仙
岳
の
西
麓
に
展
開
す
る
島
原
地
域
に
は
、
「
コ
バ
」
と

称
す
る
地
名
が
多
く
、
こ
れ
ら
は
、
「
木
底
作
」
す
な
わ
ち
、
焼
畑
を
主
体
と
す
る

粗
放
農
耕
地
で
あ
る
。
火
山
疎
の
多
い
こ
の
地
域
は
河
川
は
伏
流
水
と
な
り
、
水

底
作
を
中
心
と
す
る
農
業
で
あ
っ
た
。

　
右
の
禁
制
は
、
霊
山
雲
仙
岳
す
な
わ
ち
温
泉
神
社
を
祀
る
山
と
し
て
、
他
山
と

区
別
さ
れ
、
入
封
早
々
の
制
札
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
い
う
「
野

原
放
火
」
は
、
山
腹
傾
料
地
の
焼
畑
の
た
め
の
野
火
を
指
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
以
降
、
当
藩
で
も
、
事
あ
る
度
に
林
制
に
か
か
お
る
法
令
を
布
達
し
た
。
本
節

冒
頭
に
か
か
げ
た
文
致
十
年
の
「
御
林
出
仕
立
方
」
な
る
布
達
は
、
こ
う
し
た
林

制
施
策
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
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四

　
近
世
期
に
お
け
る
林
野
資
源
の
利
用
に
あ
っ
て
、
領
主
側
の
収
益
と
し
て
は
、

営
林
事
業
に
よ
っ
て
育
成
し
た
材
木
の
売
買
な
ど
に
よ
っ
て
得
る
直
接
的
な
収
益

の
ほ
か
、
領
民
が
林
野
を
用
益
す
る
こ
と
か
ら
生
ず
る
運
上
口
銭
な
ど
、
課
徴
に

よ
る
間
接
的
収
益
が
あ
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
領
民
の
消
費
す
る
建
築
土
木
材
、
日
常
生
活
に
不
可
欠
な
薪
炭
、
刈

敷
・
抹
な
ど
農
業
用
資
材
、
菊
そ
の
他
の
食
料
材
の
用
益
に
対
す
る
課
徴
か
ら
生

ず
る
収
入
は
、
領
主
経
済
に
と
っ
て
、
大
き
な
比
重
を
占
め
た
。

　
島
原
藩
豊
州
御
領
に
お
け
る
林
野
管
理
に
か
か
わ
る
施
策
は
、
安
永
八
年
の
「
豊

州
村
々
ニ
申
渡
書
付
」
等
に
お
い
て
、
や
や
具
体
的
に
知
ら
れ
る
。

　
（≒
れ
ら
の
史
料
に
よ
る
と
、
毎
年
正
月
十
一
日
に
行
わ
れ
る
「
御
吉
例
松
枝
行

事
」
は
、
恒
例
化
し
た
儀
式
で
は
あ
っ
た
仁
し
ろ
、
植
林
事
業
の
重
要
さ
を
教
諭

す
る
年
中
行
事
で
あ
っ
た
。

　
山
林
の
樹
木
・
藪
の
草
葉
の
採
取
に
か
か
わ
る
山
札
の
制
度
は
、
す
で
に
寛
延

期
に
、
戸
田
氏
と
一
時
的
に
所
領
交
換
が
行
わ
れ
た
頃
か
ら
見
ら
れ
た
。

　
安
永
八
年
、
豊
州
御
領
に
申
渡
し
た
書
付
に
よ
る
と
、
山
方
竹
本
松
葉
値
段
な

ど
を
定
め
た
「
山
方
之
定
書
」
な
る
も
の
が
、
山
奉
行
役
所
に
常
備
さ
れ
て
い
る

と
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
、
い
か
な
る
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
は
、
明
ら
か

で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
天
保
末
期
に
編
纂
さ
れ
た
『
執
睨
録
』
の
中
に
は
、
「
組
中
諸
山
藪
代
米
覚
」
、

　
「
豊
州
御
領
竹
木
精
夫
井
諸
色
代
之
事
」
（
「
成
木
持
夫
」
爪
竹
持
夫
」
・
「
松
殺
木
柚

取
邦
持
夫
」
・
「
鹿
取
柏
取
弁
持
夫
」
「
諸
色
御
買
上
上
納
代
銀
」
）
、
「
竹
木
井
松
葉
薪
村

方
二
買
方
二
申
請
候
直
段
」
と
題
す
る
規
定
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
諸
規

定
の
制
定
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
恐
ら
く
「
山
方
定
書
」
の
内
容
の
一
部

を
成
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
外
、
「
御
林
山
井
免
許
山
四
壁
材
木
伐
渡
方
之

事
」
・
「
山
札
運
上
之
事
」
な
ど
も
、
右
の
一
群
を
成
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
常
耕
の
田
畑
に
対
し
て
、
山
林
原
野
が
、
ど
の
程
度
の
比
率
で
展
開
す
る
か
に

よ
っ
て
、
村
落
は
、
「
里
方
」
か
「
山
付
村
」
「
山
村
」
「
野
方
」
か
と
し
て
の
性
格

付
け
が
な
さ
れ
る
が
、
自
然
へ
の
依
存
度
が
高
く
、
自
給
自
足
的
な
前
近
代
的
村

落
生
活
で
は
、
さ
し
て
の
「
深
山
」
で
な
い
限
り
、
「
里
方
」
よ
り
も
、
「
山
付
村
」

　
「
野
方
」
の
方
が
、
生
活
資
材
の
供
給
が
容
易
で
あ
り
、
「
地
方
凡
例
録
」
の
編
者

が
い
う
如
く
、
「
内
証
」
が
よ
か
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。

　
「
町
」
と
「
在
」
と
の
生
活
圏
の
二
極
化
か
顕
在
化
す
る
に
比
例
し
、
諸
生
活
必

需
物
質
の
流
通
が
激
化
し
、
こ
れ
に
注
目
さ
れ
た
の
が
、
領
主
の
新
し
い
経
済
施

策
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
の
最
た
る
も
の
に
、
山
林
原
野
資
源
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
次
の
表
は
、
豊
州
御
領
橋
津
組
に
お
け
る
、
「
惣
高
」
と
「
御
林
」
反
別
の
比
と

を
一
覧
し
た
も
の
で
あ
る
。

村　　　　名 田畑反別 御林反別 比

橋　　　　津 　町49.5.4.21
　　町
112.0.00

2.26

日　　　　足 43.1.2.24 183.7.00 4.26

出　　　　光 29.2.1.6 18.4.0.00 0.63

金　　　　丸 37.1.4.09 164.0.0.00 4.42

西　屋　敷 32.8.2.15 45.0.0.00 1.37

江　　　　熊 28.2.0.12 45.0.0.00 1.56

両　　　　戒 19.4.3.18 35.0.0.00 1080

山　　　　村 40.4.7.06 39.9.9.00 0.99

立　　　　石 30.7.3.27 50.0.0.00 1.63

辻　　　　村 13.4.2.15 -

束　大　堀 15.7.3.15 -

水　　　　崎 39.1.8.24 -

青　　　　森 34.0.7.0 2.0.00 0.06

苅　宇　田 16.8.4.24 一

西　　　　木 29.5.9.27 -

岩　　　　崎 514.7.12 1.2.1.00 0.02

和　　　　木 ６４．７．２．０ 3.5.0.00 0.05

計 575.7.8.0 675.500.00 1.17

　
「
惣
高
」
に
対
し
て
「
御
株
」
と
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
場
合
の
林
に
は
、

百
姓
山
や
四
壁
山
藪
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
、
従
っ
て
、
山
林

原
野
の
反
別
は
、
右
の
数
字
を
は
る
か
に
上
回
る
莫
大
な
も
の
に
の
ぽ
る
で
あ
ろ
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「
御
株
山
」
は
、
村
落
そ
の
も
の
の
立
地
、
村
落
か
ら
の
遠
近
に
よ
り
、
「
里
山
」

　
「
奥
山
」
に
類
別
さ
れ
、
豊
州
御
領
の
高
田
組
で
は
、
長
岩
屋
村
・
黒
土
村
林
は

奥
山
」
、
他
の
山
々
は
「
里
山
」
さ
れ
、
田
染
組
で
は
「
里
山
」
は
、
森
村
・
佐
野

村
・
小
田
原
村
・
奥
畑
村
で
他
は
す
べ
て
奥
山
、
長
州
組
・
橋
津
組
は
残
ら
ず
「
里

山
」
ヽ
こ
れ
に
反
し
ヽ
山
蔵
組
は
ヽ
全
て
が
コ
奥
山
」
で
あ
犬
加
・

　
こ
の
「
里
山
」
「
奥
山
」
の
区
別
は
、
材
木
運
搬
、
い
わ
ゆ
る
「
山
出
し
」
の
便

不
便
、
「
川
下
」
の
良
否
な
ど
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
右
の
表
で
ま
ず
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
田
畑
の
反
制
が
「
歩
」
を
単
位
に
丈
量

さ
れ
て
い
る
事
に
対
し
て
、
「
御
林
」
の
反
別
計
測
が
「
反
」
＝
段
を
単
位
と
し
て

極
め
て
大
ま
か
に
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
史
料
の
表
記
に
よ
る
と
、
同
組
十
七
か
村
の
内
、
辻
村
以
下
五
か
村
に
つ
い
て

は
「
御
林
」
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
村
々
は
御
許
山
系
か
ら
独
立
し
た

小
丘
状
地
域
に
展
開
し
て
お
り
、
「
御
林
」
と
し
て
指
定
さ
る
べ
き
程
の
山
林
が
所

在
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
当
然
ｆ
想
さ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
田
畑
反
別
の
四
・
四
二
倍
、
四
・
二
六
倍
、
一
丁
二
六
倍
な
ど

の
「
御
林
」
反
別
を
有
す
る
金
丸
村
・
日
足
村
・
橋
津
村
な
ど
は
、
御
許
山
山
系

の
東
麓
に
展
開
す
る
村
々
で
、
特
に
日
足
村
は
、
東
西
南
三
方
を
山
硫
の
裾
に
は
さ

ま
れ
た
谷
部
で
あ
る
た
め
、
「
御
林
」
の
反
別
が
大
き
く
な
る
。

　
こ
れ
ら
各
村
の
「
御
林
」
は
、
と
も
に
「
一
筆
」
的
に
成
る
も
の
で
は
な
く
、

い
ず
れ
も
数
か
所
に
分
散
す
る
も
の
の
総
計
的
な
数
字
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
橋

津
村
ハ
か
所
、
日
足
村
七
か
所
、
金
丸
村
ハ
か
所
の
ほ
か
、
少
な
い
村
で
岩
崎
村

の
二
か
所
、
両
戒
村
の
三
か
所
な
ど
の
総
計
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
明
細
に

つ
い
て
は
史
料
的
に
明
ら
か
で
は
な
い
。

　
両
戒
村
の
「
御
株
」
は
総
反
別
が
十
五
町
歩
、
こ
れ
が
三
か
所
の
「
御
株
」
か

ら
成
る
と
す
れ
ば
、
単
純
計
算
で
、
一
か
所
当
た
り
十
二
町
歩
近
く
、
ま
た
日
足

村
で
は
、
総
反
別
一
八
三
町
歩
が
七
か
所
か
ら
成
る
な
ど
で
、
右
同
様
に
二
十
六

町
歩
余
と
な
る
。

　
右
の
如
く
、
各
種
の
数
字
は
、
ま
さ
に
「
御
林
」
を
は
じ
め
と
す
る
山
林
の
存

在
形
態
や
性
格
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
林
野
の
性
格
と
し
て
、
そ
れ
が
他
領
と
の
境
界
を
な
す
場
合
が
少
な
く
な
く
、

為
に
、
他
領
か
ら
入
会
用
益
に
か
か
わ
る
問
題
は
、
深
刻
か
つ
服
装
な
問
題
で
あ

っ
た
。

　
例
え
ば
、
右
に
見
た
豊
州
御
領
橋
津
組
日
足
村
に
散
在
す
る
「
御
山
」
は
御
許

山
山
麓
に
展
開
す
る
た
め
に
、
隣
接
す
る
御
料
や
神
領
か
ら
の
入
会
問
題
の
対
処

に
困
惑
し
勝
ち
で
あ
っ
た
。

　
文
致
十
一
年
二
月
の
史
料
に
は

　
日
足
村
御
林
山
は
御
許
山
裾
ニ
テ
、
御
料
所
之
者
又
は
神
領
之
者
共
立
入
候
二

　
付
、
世
話
難
゛
右
届
こ
付
、
札
建
候
様
仕
度
旨
、
庄
屋
申
出
候
間
、
目
上
ニ
て

　
相
達
候
処
相
済
、
札
五
枚
、
杭
五
本
、
村
方
ニ
て
拵
、
山
留
持
出
、
御
役
所
二

　
て
御
認
御
済
方
二
相
成
（
下
略
）
。

　
と
見
え
、
こ
の
御
株
で
は
、
下
苅
も
不
可
能
の
旨
の
禁
札
を
立
て
、
他
領
者
の

人
山
を
厳
禁
し
た
。

　
　
　
　
五

　
豊
州
御
領
に
お
け
る
林
制
に
係
わ
る
全
般
的
な
史
料
は
少
な
い
が
、
元
禄
二
年

五
月
の
「
豊
州
村
々
江
申
渡
書
付
」
の
中
の
「
山
方
定
」
が
、
初
見
的
史
料
と
な

ろ
う
。

　
飛
地
領
と
し
て
の
豊
州
御
領
の
支
配
機
構
は
、
国
東
郡
高
田
町
に
設
置
さ
れ
た

　
「
高
田
役
所
」
に
、
月
番
で
詰
め
る
代
官
役
人
の
下
、
。
は
ぽ
城
附
地
と
同
様
の
組

織
を
有
し
て
い
た
。

　
こ
の
う
ち
、
林
野
を
所
管
す
る
役
人
は
、
「
山
奉
行
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
下
に
各

村
々
に
「
山
ノ
目
」
「
山
留
」
と
い
う
係
役
人
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
安
永
八
年
に
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至
り
、
山
奉
行
は
廃
止
さ
れ
た
ら
し
い
。

す
な
わ
ち
、
「
大
全
壁
書
」
に

一
、
豊
州
諸
山
奉
行
、
相
止
観
付
、
改
役
人
横
目
代
官
兼
帯
被
“
・
仰
付
・
、
依

　
之
、
役
料
、
左
之
通

　
　
銀
　
貳
拾
目
　
　
改
役
人
横
目
代
官

　
　
同
　
拾
貳
匁
　
　
物
　
書

と
あ
り
、
従
来
か
ら
の
豊
州
山
奉
行
が
廃
止
さ
れ
、
改
役
人
は
、
横
目
∵
代
官
が

兼
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
行
政
の
簡
素
化

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
独
立
し
た
機
能
を
も
っ
て
い
た
山
奉
行
が
、
他
職
の
兼
業

に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
周
知
の
如
く
、
林
野
に
は
大
別
し
て
、
④
領
主
（
藩
）
の
直
轄
す
る
も
の
（
御
林
・

御
立
山
・
御
留
山
）
、
○
村
な
ど
の
共
同
大
会
所
有
す
る
も
の
（
入
会
山
）
、
○
百

姓
が
個
人
所
有
す
る
も
の
（
百
姓
林
）
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
菌
④
は
勿
論
の
こ
と
、

○
に
お
い
て
も
、
大
木
の
自
由
伐
採
は
禁
止
さ
れ
る
一
方
、
必
要
な
手
続
き
を
経

て
、
小
木
・
下
枝
・
下
草
な
ど
の
採
取
は
許
可
さ
れ
る
の
が
一
般
で
あ
っ
た
。
こ

の
場
合
、
そ
の
用
益
に
対
し
て
支
払
わ
れ
る
が
、
山
運
上
な
ど
と
よ
ば
れ
る
も
の

で
あ
っ
た
。

　
い
わ
ゆ
る
「
山
札
」
は
、
林
野
に
お
け
る
、
こ
の
用
益
権
を
保
証
す
る
「
鑑
札
」

で
あ
っ
た
。

　
豊
州
御
領
に
お
け
る
こ
の
「
山
札
制
」
に
係
わ
る
初
見
的
史
料
は
、
先
の
元
禄

二
年
の
「
申
渡
書
附
」
の
中
に
見
え
る
。

　
右
に
よ
る
と
、
木
伐
を
伐
採
す
る
際
の
「
木
札
」
、
茅
な
ど
の
採
取
す
る
所
の
「
茅

札
」
な
ど
に
い
わ
ゆ
る
「
山
札
」
に
関
し
て
、

一
、
山
札
之
儀
、
馬
札
ハ
焼
印
貳
ツ
、
但
、
木
伐
札
ハ
壱
枚
壱
ケ
年
貳
匁
運
上

　
茅
札
ハ
壱
匁
五
分
、
歩
行
札
ハ
焼
印
壱
ツ
、
但
、
木
札
は
壱
匁
五
分
、
茅
札

八
五
分
、
山
蔵
筋
山
奥
は
、
右
に
五
分
下
り
、
先
規
よ
り
定
之
連
り
申
付
候

事
。

な
る
一
条
が
見
え
て
い
る
。

「
山
札
」
と
総
称
さ
れ
る
諸
種
の
林
野
資
源
用
益
の
為
の
鑑
札
に
は
、
大
別
し
て
、

牛
馬
に
よ
る
搬
出
、
お
よ
び
入
費
に
よ
る
も
の
と
が
あ
っ
た
。
両
者
は
、
物
量
的

な
相
異
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
り
、
「
札
」
そ
の
も
の
に
、
馬
札
は
、
公
印
と
し

て
「
焼
印
」
二
箇
、
人
札
に
は
、
一
箇
が
焼
付
け
ら
れ
た
。
一
年
間
を
通
ず
る
銀

に
も
、
当
然
、
牛
馬
荷
、
人
背
荷
と
採
取
す
る
資
源
量
と
差
異
が
あ
り
、
馬
木
材

札
で
年
二
匁
、
茅
札
は
一
匁
五
分
、
人
骨
に
よ
る
場
合
は
、
木
札
一
匁
五
分
、
茅

札
五
分
の
「
五
分
下
り
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
銀
鎖
は
、
採
取
地
の
、
便
不

便
に
よ
っ
て
異
な
り
、
「
奥
山
」
と
し
て
の
山
蔵
組
で
は
、
「
里
山
」
に
対
し
て
、

す
べ
て
五
分
下
り
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
て
発
行
さ
れ
る
山
札
が
、
全
勝
的
に
一
体
ど
の
様
な
規
模
で
あ
る
の
か

は
、
史
料
的
制
約
の
た
め
明
ら
か
に
な
し
難
い
。

　
以
下
は
時
代
は
や
や
下
る
、
寛
政
期
の
極
く
限
ら
れ
た
地
域
の
山
札
の
実
態
に

つ
い
て
見
る
こ
と
に
す
る
。

　
豊
州
御
領
で
は
、
寛
政
六
年
（
一
七
九
八
）
二
月
、
寛
延
年
中
に
下
附
さ
れ
た

　
「
山
札
」
が
古
く
な
り
、
札
主
名
の
判
読
も
不
可
能
に
な
り
、
混
乱
を
来
た
し
は

じ
め
た
の
で
、
札
の
作
り
替
え
を
計
画
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
御
領
全
体
で
行
わ

れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
史
料
と
し
て
は
、
僑
津
組
に
関
す
る
も
の
の
み
が
遺
存

し
て
い
る
。

　
同
年
二
月
に
着
手
さ
れ
た
改
札
事
業
は
、
手
続
き
な
ど
を
経
て
、
四
か
月
後
の

六
月
二
十
八
日
、
新
札
の
交
附
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
析
の
、
当
組
に
お
け
る
材
と

札
数
と
の
関
係
は
、
次
表
の
如
く
で
あ
っ
た
。
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村　　名
札　　　　　　種　　　　　　類

計
柴馬札 茅馬札 茅歩行札 抹　　札

日　　足

橋　　津
和　　木
岩　　崎
出　　光
金　　丸

枚

８

１０

６

２

枚
2

11
19

枚
９
４

１４
３０

３

枚

20
1

7

枚
11

43
34

40

9
9

計
26
(8)

132
礦 60 28

146
囮

１枚当り ２匁 １匁５分 ５分 ５分

計（銀高） 16匁 75匁 30匁 14匁 135匁

村　　　　名 運　　上　　銀　　高

日　　　足

橋　　　津
和　　　木
岩　　　崎
出　　　元
金　　　丸

　７匁７分７厘５毛

４５．８．３．５
３７．０．８．０

３０．９．０．０
１ ０．９．１．５

１ ０．８．１．５
　６．６．９．５

計（銀高） １３９．　０．　５．０（日銀含む）

　
橋
津
組
の
場
合
の
山
札
の
種
類
に
は
、
柴
札
・
茅
札
・
抹
札
が
あ
り
、
柴
札
で

は
柴
馬
札
の
み
、
茅
札
は
、
茅
馬
札
と
茅
歩
行
の
両
種
が
見
え
る
。
二
種
の
茅
札

の
う
ち
、
馬
札
は
一
枚
一
匁
五
分
、
歩
行
札
は
、
そ
の
三
分
の
一
の
五
分
で
あ
り
、

柴
馬
札
は
二
匁
、
抹
札
は
五
分
で
あ
っ
た
。

　
札
所
持
数
の
最
大
は
、
橋
津
村
の
四
種
合
計
四
三
枚
。
札
種
別
で
は
、
茅
歩
行

札
の
五
か
村
合
計
六
〇
枚
と
な
る
。
ま
た
山
札
四
種
の
六
か
村
所
有
数
合
計
は
、

一
四
六
枚
、
山
札
銀
高
は
一
三
五
匁
、
こ
れ
に
「
日
銀
」
が
加
徴
さ
れ
た
の
で
、

最
終
的
に
は
、
一
三
九
匁
余
と
な
る
。

　
山
札
運
上
銀
を
納
入
し
て
採
取
す
る
柴
・
茅
な
ど
が
す
べ
て
各
自
の
自
家
消
費

用
の
も
の
か
、
も
し
く
は
里
方
な
ど
へ
の
販
売
用
の
も
の
な
の
か
に
つ
い
て
は
、

史
料
的
制
約
の
た
め
明
ら
か
に
は
な
し
得
な
い
。

　
村
落
は
、
そ
の
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
、
山
林
原
野
資
源
に
恵
ま
れ
る
場
合
と
、

不
便
を
か
こ
つ
場
合
と
が
あ
り
、
後
者
は
、
前
者
か
ら
の
購
入
や
入
会
仕
法
に
よ

っ
て
補
給
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
単
に
「
山
方
」
「
里
方
」
と
い
う
対
比

的
な
地
理
条
件
ば
か
り
で
な
く
、
「
山
方
」
の
中
に
あ
っ
て
も
、
資
源
に
恵
ま
れ
る

村
落
と
、
そ
う
で
な
い
村
落
と
の
間
に
お
い
て
も
、
同
様
で
あ
っ
た
。

　
豊
州
御
領
内
の
村
落
間
に
お
け
る
右
の
関
係
は
、
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
隣
接

す
る
幕
領
、
宇
佐
郡
内
の
村
々
の
う
ち
に
あ
っ
て
は
、
山
附
村
の
麻
生
谷
の
諸
村

と
、
平
野
部
の
里
方
の
村
々
と
の
間
で
は
、
山
林
原
野
資
源
の
富
有
と
不
足
と
の

関
係
か
ら
、
明
確
な
需
要
・
供
給
の
関
係
が
見
ら
れ
た
。

　
幕
領
宇
佐
郡
麻
生
谷
の
下
麻
生
・
中
麻
生
・
上
麻
生
・
山
口
の
四
か
村
は
、
麻

生
川
の
流
域
に
展
開
す
る
村
々
で
、
林
野
資
源
に
比
較
的
恵
ま
れ
て
い
た
。
こ
の

四
か
村
に
は
「
麻
生
山
」
と
呼
ば
れ
る
四
か
村
入
会
の
「
運
上
林
」
計
六
九
町
四

反
余
り
の
山
林
が
あ
り
、
安
永
六
年
の
時
点
で
、
幕
領
・
中
津
領
・
時
枝
領
な
ど

三
四
か
村
で
、
入
会
用
益
を
行
っ
て
い
た
。

　
幕
領
村
々
は
、
里
方
の
四
日
市
・
吉
松
・
城
・
今
井
・
荒
木
・
上
乙
女
・
下
乙

女
・
上
田
の
諸
村
、
中
津
領
で
は
、
山
下
・
赤
尾
・
敷
田
二
村
・
高
村
二
村
∴
尾

永
井
・
庄
二
村
外
、
時
枝
領
で
は
、
時
枝
二
村
・
末
・
山
下
・
元
重
・
猿
渡
そ
の

外
な
ど
と
も
に
「
里
方
」
の
村
で
あ
り
、
麻
生
山
を
所
管
す
る
下
麻
生
村
に
「
薪

出
札
」
と
し
て
「
山
札
運
上
銀
」
を
上
納
し
、
用
益
し
て
い
た
。

　
そ
の
運
上
銀
の
総
額
は
、
幕
領
里
方
四
四
匁
余
、
中
津
領
五
八
匁
余
、
時
枝
領

二
九
匁
余
の
で
二
Ｉ
匁
余
と
な
っ
て
い
た
。

　
麻
生
四
か
村
の
六
九
町
余
の
山
林
は
、
幕
府
の
直
轄
す
る
「
御
林
」
で
は
な
く
、

四
か
村
の
植
立
て
し
た
「
入
会
山
」
で
あ
っ
た
の
が
、
自
ら
の
山
林
の
用
益
に
際

し
て
も
「
運
上
銀
」
を
上
納
し
、
他
領
他
村
か
ら
の
用
益
に
も
、
勿
論
、
運
上
銀

が
課
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
麻
生
四
か
村
内
の
山
札
の
種
類
に
は
、
薪
山
札
、
薪
売
札
、
炭
焼
札
、
炭
売
札
、

鋳
物
師
炭
焼
札
の
四
種
が
見
え
、
明
ら
か
に
、
薪
炭
の
売
買
の
事
実
が
証
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
里
方
や
町
方
に
搬
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
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天
保
九
年
の
「
山
口
村
明
細
帳
」
に
よ
る
と
、
山
口
村
に
所
属
す
る
「
御
運
上

山
」
に
つ
い
て
、

一
、
御
運
上
林

　
　
　
此
木
数

五
町
九
反
歩
　
　
六
ケ
所

松
木
百
六
拾
四
本

雑
木
拾
貳
本

是
ハ
麻
生
四
ケ
村
六
拾
九
町
四
反
歩
五
之
内
に
御
座
候
、
前
々
右
定
御
運
上

　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
　
一
　
一
　
一
　
・
　
・
　
一
　
ｅ
　
ｌ
　
一
　
ｓ

銀
相
納
候
、
里
方
村
々
右
薪
伐
株
伐
未
申
候
。
山
札
銀
ハ
、
下
麻
生
村
江
請

取
、
右
村
右
上
納
仕
未
申
候
（
下
略
）
。

と
あ
り
、
ま
た
、
天
保
八
年
の
「
下
麻
生
村
明
細
帳
」
に
は
、

一
、
御
運
上
林
　
貳
拾
五
町
四
反
四
畝

　
　
　
但
　
松
木
数
　
九
百
五
拾
五
本
、
尤
、
長
間
左
二
間
迄

　
　
　
　
　
目
通
壱
尺
三
寸
左
二
尺
三
寸
迄
其
外
、

　
　
　
　
　
節
木
・
曲
木
共
二
如
斯

是
ハ
、
麻
生
四
ケ
村
六
拾
九
町
四
反
歩
之
内
に
て
、
前
々
右
定
御
運
上
山
札

銀
相
納
、
御
料
里
方
拾
貳
ケ
村
、
小
笠
原
加
賀
守
御
知
行
所
九
ケ
村
、
奥
平

大
膳
太
夫
様
御
知
行
分
拾
貳
ケ
村
、
古
来
右
入
会
二
御
山
札
を
以
、
薪
抹
伐

取
未
申
候
、
尤
、
麻
生
四
ケ
村
御
運
上
林
六
拾
九
町
四
反
歩
之
内
に
て
、
御

運
上
銀
、
居
村
之
外
御
割
銀
二
有
之
候
通
、
右
入
会
村
々
よ
り
、
当
村
江
請

取
御
上
納
仕
申
候
。

　
と
見
え
、
百
姓
植
立
の
入
会
林
と
は
い
え
、
立
木
状
態
の
正
確
な
掌
握
の
上
で
、

そ
の
用
益
に
際
し
て
、
運
上
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
事
実
と
、
里
方
な
ど
、
山
林
資

源
に
恵
ま
れ
な
い
地
域
の
遠
隔
用
益
の
様
子
が
如
実
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
麻
生
四
ケ
村
の
「
御
運
上
林
」
に
関
す
る
他
領
他
村
の
用
益
慣
行
は
、
中
津
小

笠
原
氏
が
除
封
と
な
り
、
そ
の
領
域
が
一
時
間
的
に
収
公
さ
れ
、
享
保
二
年
に
奥

平
氏
が
入
封
。
豊
前
東
部
に
、
幕
領
、
中
津
領
の
人
組
み
が
始
ま
る
時
点
に
成
立

す
る
も
の
ら
し
い
が
、
そ
の
後
、
こ
の
山
林
資
源
の
用
益
貰
行
は
、
右
の
史
料
に

見
る
如
く
、
天
保
期
に
至
る
も
続
行
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
六

　
い
わ
ゆ
る
「
御
林
」
「
御
直
山
」
「
御
立
山
」
「
御
留
山
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
領
主

直
轄
林
設
定
は
、
普
偏
的
に
は
十
七
世
紀
中
葉
期
に
は
じ
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
時
期
に
は
、
こ
の
外
の
本
草
の
無
断
採
取
を
厳
禁
す
る
と
と
も
に
、
山

林
資
源
の
保
護
政
策
も
積
極
的
に
行
な
わ
れ
山
林
原
野
の
復
興
な
る
か
に
見
え
た
。

し
か
し
十
八
世
紀
以
降
、
各
地
で
盛
行
す
る
新
田
畑
の
開
発
事
業
は
、
既
耕
地
に

隣
接
す
る
原
野
・
草
地
を
目
指
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
抹
・
刈
敷
地
・
水
利
用
の
芝

草
地
の
減
少
な
ど
を
来
た
し
既
存
の
耕
地
の
耕
営
維
持
を
も
危
機
に
陥
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
一
方
、
急
速
に
肥
大
化
す
る
領
主
経
済
面
に
お
け
る
支
出
を
袖
う
た

め
に
、
領
主
側
は
、
正
租
と
し
て
の
米
穀
（
年
貢
）
収
入
か
ら
、
小
物
成
収
入
に

着
目
、
特
に
領
民
の
山
野
用
益
に
対
し
て
課
徴
す
る
政
策
を
強
化
し
た
。

　
民
俗
事
例
に
よ
る
と
、
古
く
、
町
在
を
問
わ
ず
一
般
家
庭
に
お
け
る
、
炊
事
用
・

風
呂
用
・
暖
房
用
薪
は
、
年
間
一
戸
当
り
七
十
抱
程
度
を
必
要
と
し
、
農
家
に
お

け
る
刈
敷
は
、
水
田
一
反
歩
当
り
約
十
抱
を
、
ま
た
牛
馬
一
頭
当
り
の
抹
は
一
日

平
均
一
駄
（
四
抱
）
を
最
低
と
す
る
。
こ
う
し
た
多
量
の
刈
敷
、
抹
は
、
自
己
水

田
や
畑
の
畦
畔
自
生
の
草
で
は
、
と
う
て
い
ま
か
な
い
切
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

従
っ
て
、
そ
こ
に
は
、
必
然
的
に
、
耕
地
に
比
例
し
た
面
積
の
自
家
抹
草
地
や
共

同
用
益
の
入
会
草
場
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
し
て
更
に
不
足
す
る
分
は
、
御
林
な

ど
領
主
直
轄
地
の
下
草
刈
り
等
で
補
な
わ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
燃
料
材
と
し
て
は
直
接
的
に
燃
焼
す
る
「
そ
だ
」
「
割
木
」
、
間
接
的
燃
料
と
し

て
の
炭
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
消
費
も
、
莫
大
な
数
量
に
の
ぼ
る
。

　
燃
料
材
は
、
一
般
家
庭
用
の
外
、
酒
造
・
鍛
冶
用
炭
な
ど
産
業
用
と
し
て
の
需

要
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
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山
林
原
野
資
源
の
枯
渇
防
止
と
積
極
的
な
保
護
育
成
政
策
、
一
方
で
は
、
生
産

活
動
に
不
可
欠
な
同
資
源
に
対
す
る
需
要
、
こ
の
相
反
す
る
両
者
の
間
に
介
在
し

た
の
が
、
小
物
成
と
し
て
の
課
徴
施
策
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
そ
れ
は
単
な
る
介
在

で
な
く
、
例
え
ば
、
林
野
資
源
の
専
売
制
と
い
う
む
し
ろ
積
極
的
な
面
さ
え
あ
っ

た
。
　
豊
後
に
お
け
る
文
化
期
一
揆
に
お
い
て
、
一
揆
側
の
要
求
事
項
の
中
に
、
山
林

資
源
の
統
制
撤
廃
が
見
え
る
の
も
、
当
期
に
お
け
る
林
野
資
源
を
め
ぐ
す
領
主
側

と
領
民
側
の
利
害
関
係
の
様
態
を
明
瞭
に
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
注

（
Ｉ
）
「
御
当
家
令
條
」
第
四
四
九
号

（
２
）
『
徳
川
禁
令
考
』
第
二
八
四
〇
号
。

（
３
）
「
御
当
家
令
條
」
第
二
七
五
号
。

（
４
）
大
石
慎
三
郎
校
訂
『
地
方
凡
例
録
』
巻
二
下
所
収
。

（
５
）
『
徳
川
禁
令
考
』
第
四
〇
二
二
号
。

（
６
）
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
第
二
二
三
五
号
。

（
７
）
「
根
掘
」
は
、
良
質
の
燃
料
と
し
て
の
枯
松
根
、
い
わ
ゆ
る
「
肥
松
」
や
、
澱
粉
材
と
し
て

　
　
の
葛
根
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
樹
根
掘
り
で
あ
り
、
「
ワ
ラ
ビ
」
の
根
掘
り
な
ど
も
盛
行
し
た
。

（
８
）
『
御
触
書
寛
保
集
成
』
第
一
三
三
一
号
。

（
９
）
四
手
井
綱
英
『
森
林
』
第
十
章
、
法
政
大
学
出
版
局
。

（
1
0
）
『
日
本
林
制
史
資
料
』
「
佐
賀
藩
」
所
収
史
料
。

（
Ｈ
）
『
日
本
林
制
史
資
料
』
所
収
史
料
な
ど
に
散
見
。

（
1
2
）
『
徳
川
時
代
に
於
け
る
林
野
制
度
の
大
要
』
所
収
「
宇
和
島
藩
」
所
収
史
料
。

（
1
3
）
（
1
2
）
所
収
「
肥
後
熊
本
藩
」
所
収
史
料
。

（
1
4
）
（
1
3
）
に
同
じ
。

（
1
5
）
『
大
分
県
史
料
』
第
一
七
巻
「
各
藩
法
」
所
収
史
料
。

（
1
6
）
後
藤
重
巳
編
『
封
事
太
宗
』
所
収
。

（
1
7
）
後
藤
重
巳
編
『
執
睨
録
』
所
収
史
料
。

（
1
8
）
「
日
本
林
制
史
資
料
」
「
島
原
藩
」
所
収
史
料
。

（
1
9
）
後
藤
重
巳
編
『
宇
佐
近
世
史
料
』
臼
「
僑
津
家
史
料
」
ほ
か
。

（
2
0
）
正
月
十
日
前
後
に
、
領
内
各
村
で
特
定
数
の
松
苗
を
植
樹
す
る
行
事
を
「
御
吉
側
松
植
行
事
」

　
　
と
呼
び
、
毎
年
行
事
終
了
後
に
、
村
庄
屋
か
ら
藩
に
報
告
さ
れ
て
い
た
例
が
多
い
。

（
2
1
）
（
1
7
）
所
収
史
料

（
９
一
）
　
（
2
1
）
に
同
じ
。

（
2
3
）
右
に
同
じ
史
料
所
収
「
山
札
新
札
御
渡
之
事
」

（
2
4
）
右
に
同
じ
史
料
所
収
「
竹
水
井
松
葉
薪
方
二
買
方
二
申
請
候
直
外
」
。

（
2
5
）
右
に
同
じ
史
料
所
収
「
日
足
村
御
許
山
江
御
制
札
建
候
事
」

（
2
6
）
『
日
本
林
制
史
資
料
』
「
島
原
藩
」
所
収
史
料
。

（
2
7
）
『
執
睨
録
』
所
収
「
山
札
新
札
御
渡
之
事
」

（
2
8
）
「
宇
佐
市
史
」
中
巻
三
六
二
～
三
六
九
頁
参
照
。

（
2
9
）
後
藤
重
巳
「
宇
佐
近
世
史
料
集
」
第
二
集
「
山
口
家
史
料
」
所
収
。

（
3
0
）
右
に
同
じ
。
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